
【資料１】

・３市２町自立支援協議会合同研修会の実施

施策の展開分野

① 障害や障がい

のある人に対す

る理解の促進

② 地域福祉活動

の促進

③ つながりの強

化

施策の方向性

○ チーム支援の推進

○ 圏域の障害者自立支援協

議会との連携強化

・社会福祉協議会や民生委員・児童委員との各種会議での情

報共有

・民生委員・児童委員へ障害者自立支援協議会委員を委嘱

し、連携を強化

・個別支援会議の開催

・自立支援協議会専門部会（５専門部会）の開催

・サポートファイルの貸与及び市ホームページ掲載による広

報

○ 合理的配慮などの推進 ・職員対応要領の説明会の実施（新人研修、職員研修）

・障害者自立支援協議会の開催（全体会２回、差別解消専門

部会３回）

・改正障害者差別解消法の周知啓発（市広報紙特集記事掲

載、WEB広告、街頭啓発、事業所研修会での説明等）

・合理的配慮環境整備助成金制度の実施（実績：１件、

12,500円）

計画どおり実施できて

いる

・地域での人権研修の実施

・障害者週間において窓口・街頭での啓発

・社会教育推進員・福祉教育推進員研修会の実施

・障がい者施設の催しを広報する事業所チラシ配布に協力

・授産製品販売フェアの実施

・公民館やスポーツ施設での講座の案内

・市ホームページに障がい者団体の概要を掲載

・市内障がい者団体に対する補助金交付

○ 見守り活動の推進

主な取組実績

計画どおり実施できて

いる

計画どおり実施できて

いる。

計画どおり実施できて

いる。

計画どおり実施できて

いる

・手話言語の国際デーにおけるブルーライトアップの実施

・難聴者への理解啓発をテーマとした市職員研修の実施

・市ホームページに手話通訳者や要約筆記者の派遣、コミュ

ニケーションボードについて掲載

・「障害福祉のしおり」に朗読ボランティアやサロン活動を

掲載

・社会福祉協議会ホームページへの掲載による周知

・加古川市福祉会館の貸館による活動の場の提供

・加古川市社会福祉協議会（ボランティアセンター）に対す

る補助金交付

・発達段階に応じた福祉教育の実施

計画どおり実施できて

いる

【令和６年度分】

加古川市障がい者基本計画　進捗状況報告書

（１）地域づくりの推進

【協議会意見】

意見なし

計画どおり実施できて

いる

計画どおり実施できて

いる

計画どおり実施できて

いる

計画どおり実施できて

いる

取組

○ 「心のバリアフリー」の

推進

○ 多様なコミュニケーショ

ンに対する理解の促進

○ ボランティア活動の広報

○ ボランティア活動への支

援

○ 子どもの頃からの福祉教

育による福祉意識の向上

○ 集いの場づくりと障がい

者団体の活性化

評価
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【資料１】

① 相談支援の充

実

○ ヤングケアラーを始めと

する障がい者の家族支援を

含めた、相談支援体制の充

実

・基幹相談支援センターにおける障がい者やその家族からの

相談対応

・基幹相談支援センター職員の資質向上のための研修会の参

加

・個別ケースにおける市と基幹相談支援センターとの連携

・身体・知的障害者相談員の委嘱（身体：12名、知的：５

名）

・ピアカウンセリングの実施

・医療的ケア児コーディネーターの設置

施策の方向性 取組 主な取組実績

○ 相談支援専門員の確保と

専門性の向上

・事業所への指導を実施（12事業所）

・自立支援協議会専門部会における相談員の意見交換会の実

施（20回）

・県等が実施する研修会の周知

加古川市障がい者基本計画　進捗状況報告書

施策の展開分野 （２）地域生活の充実

【令和６年度分】

評価

○ 本人の意向に沿った相談

支援の充実

・個別事案ごとに適切なモニタリングの実施の促進 計画どおり実施できて

いる

計画どおり実施できて

いる

計画どおり実施できて

いる

○ コミュニケーション支援

体制の整備

・市に常勤手話通訳者を配置（１名）

・市主催イベントでの手話通訳者及び要約筆記者の派遣（42

回）

常勤手話通訳者の複数

名配置に努める

○ 「加古川市手話言語及び

障害者コミュニケーション

促進条例」にかかる取組の

推進

・障がい者団体との意見交換

・手話言語の国際デー（9/23）におけるブルーライトアッ

プの実施

計画どおり実施できて

いる

○ サービス提供基盤の確保 ・地域生活支援拠点等整備事業補助金の交付（備品等の購入

補助）（3件）

・医療支援型グループホーム運営事業補助金の交付（1件）

計画どおり実施できて

いる

○ コミュニケーションを支

援する人材の育成

・各種養成講座の実施（手話：受講者14名、修了者7名点

訳：受講者3名、終了者3名、朗読：受講者16名、修了者13

名）

・手話サークル等を通じて研修会を周知

情報保障がなされてい

ないものがあるため、

引き続き周知啓発に努

める

○ 在宅支援の充実 ・障害福祉サービス、介護保険サービスによる在宅サービス

の提供

・住宅改修費用の助成の実施

・グループホームの家賃助成の実施

・障害支援区分認定時における地域移行の可能性の検討

・グループホームサポートシートの作成

・在宅サービスの基盤整備の促進

・在宅介護者へのおむつ等の現物支給

・さわやか収集（自宅へのごみ収集）の実施

計画どおり実施できて

いる

② コミュニケー

ション支援の充

実

③ 日常生活支援

の充実

○ コミュニケーションツー

ルの普及啓発

・ヘルプカードの窓口配布及び障害福祉のしおりへの掲載に

よる周知

・ヘルプマーク、ヘルプカード及びコミュニケーションボー

ドについて市ホームページへの掲載による周知

・避難所や救急車両へのコミュニケーションボードの配置

計画どおり実施できて

いる

○ 外出支援の充実 ・タクシー利用券の交付（交付者数：1,553件）

・移動支援事業の実施（利用者：272人）

・介護保険事業における外出支援の実施

・市施設利用料の減免の実施

計画どおり実施できて

いる
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【資料１】

施策の方向性 取組 主な取組実績

加古川市障がい者基本計画　進捗状況報告書

施策の展開分野 （２）地域生活の充実

【令和６年度分】

評価

④ 療育支援の充

実

計画どおり実施できて

いる

・母子手帳交付の際や、乳児家庭全戸訪問時、乳幼児健診等

において子育て世代包括支援センターなどの相談窓口を周知

・妊娠、出産、育児に関する相談受付

・母子保健サービスの案内、子育て情報の提供

計画どおり実施できて

いる

・支援が必要な児童や保護者の乳幼児健康診査での発見、相

談機関へのつなぎ

・就学相談の実施

・保健師による相談受付

・乳幼児発達相談（発達検査）の実施

・こども療育センターの紹介

・子育て相談センターにおける発達検査、心理士相談の実施

計画どおり実施できて

いる

・保育士の加配の実施

・障がい児を受入れている私立認可保育園への補助金交付

（44園、対象児童数218人）

・訪問支援の実施（幼保こども園療育訪問相談（22園65

件）、保育所等訪問支援事業（3件））

○ 放課後等デイサービスの

支給量調整

○ 子育て世代包括支援セン

ターの充実

○ こども療育センターを中

心とした療育支援の推進

○ 情報提供の充実

③ 日常生活支援

の充実

○ 費用負担の軽減

・事業所パンフレット等の設置による周知

・資料を用いた説明の実施

⑤ 保健・医療の

充実

○ 早期発見・早期療育の推

進

○ 保育所などにおける支援

の充実

・関係機関との各種連携会議の定期実施

・関係機関への職員派遣（加古川養護学校療育相談（７

回）、幼保こども園療育訪問相談（22園65件）、学校訪問

相談（4校4件）、障害児通所支援事業所訪問（3施設5

件）、障害児等療育支援事業・施設支援（3件）、保育所等

訪問支援事業（3件）、療育センターとの並行通園している

幼稚園等への訪問（13件））

・支援者に対する療育相談の実施（障害児等療育支援事業・

施設支援（95件）、療育センターとの並行通園している幼稚

園等の支援者の来所相談（1件））

・保護者に対する療育相談の実施（障害児等療育支援事業・

在宅支援（60回、278名））

・保護者向け研修会の実施（6回）

・肢体不自由児通所支援事業所向け研修会の実施（1回）

・保健師向け研修会への参加（2回）

計画どおり実施できて

いる

・障がい者に対する医療費助成制度の実施

・自立支援医療制度の実施

・自立支援医療（更生医療・育成医療）対象者に対する自己

負担額助成の実施

・医療機関との連携による療養介護医療の支給決定

計画どおり実施できて

いる

計画どおり実施できて

いる

・特別な支援を要すると認められる者への支給量を超えた支

給決定の実施

計画どおり実施できて

いる

・加古川中央市民病院において地域医療・介護従事者向け研

修会の実施

・加古川中央市民病院において後方連携医療機関に向けた地

域連携セミナーの開催

・障がい者（児）歯科診療、障がい者施設への歯科保健指導

の実施

計画どおり実施できて

いる

○ 医療体制の充実
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【資料１】

施策の方向性 取組 主な取組実績

加古川市障がい者基本計画　進捗状況報告書

施策の展開分野 （２）地域生活の充実

【令和６年度分】

評価

【協議会意見】

・コミュニケーションボードについて、災害時等の活用のためには、幼少期から使用できるようにしておく必要がある。幼稚園や

小学校等の特別支援学級での活用を検討していただきたい。

・移動支援事業について、本人が利用しやすくなるよう人材の確保が必要である。

・医療的ケア児コーディネーターの運用において、委託先である加古川市障がい者基幹相談支援センターと市（医療分野）、病院

等で十分に連携を取り、本人・家族の不安解消に努めていただきたい。

○ 医療と福祉サービスの連

携

○ 精神障がいのある人の地

域移行の促進

⑤ 保健・医療の

充実

・ケース会議、カンファレンスにおける情報共有

・障害者自立支援協議会各専門部会における医療・福祉等の

各分野の関係者間の情報共有

事業者研修会は実施で

きていないため、事業

者のニーズ把握に努め

る

・地域移行を希望する場合に必要に応じた支給決定を実施

・ピアカウンセリング事業における当事者との連携及び支援

の実施

計画どおり実施できて

いる
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【資料１】

○ インクルーシブ教育体制

の整備

・通級の設置（言語通級２校（小学校）、自閉症通級４校

（小学校）、LD・ADHD等通級13校（小学校10校、中学校3

校）)

・通級指導教室の増設のための情報収集等の実施

・特別支援教育・就学支援委員会の判定や夏季就学相談をも

とにした幼児児童生徒の実態把握による特別支援学級の新

設・増設の検討

・特別支援教育研修部における研修の充実

・スクールアシスタントの配置（各小・義務教育学校へ1名

もしくは2名）

・スクールアシスタントのための研修会の実施

・補助指導員の配置

・指導主事による補助指導員への指導助言の実施

・補助指導員のための研修会の実施

計画どおり実施できて

いる

○ 障がい者スポーツの振興 ・かこパラスポーツ王国の実施（年１回、参加者：322名）

・加古川市パラスポーツチャレンジ（障がい者スポーツ）出

前講座の実施（43回、参加者：3,395名）

・スポーツイベント時の広報（市広報紙、市ホームページ、

市内小中学校全児童・生徒・市内公共施設・障害者自立支援

協議会専門部会へのチラシの配布）

・障がい者施設及びボランティアグループへスポーツ教室に

関するチラシを配布

・各事業における加古川市スポーツサポーターへの参加依頼

（12名のサポーターから支援）

・ふれあいスポーツ教室の実施

・のじぎくスポーツ大会への参加案内

計画どおり実施できて

いる

・各校園での特別支援教育に関する研修会の実施

・必修研修として特別支援教育講演会の実施

計画どおり実施できて

いる

施策の方向性 取組 主な取組実績 評価

加古川市障がい者基本計画　進捗状況報告書

施策の展開分野 （３）教育・余暇の充実

【令和６年度分】

○ 連携した教育支援の推進

○ 教員の特別支援教育に関

する専門性の向上

○ 作品展やスポーツ教室の

開催

○ 放課後活動の場の充実 ・市内全28小学校で計79クラブ開設し、特別な支援を要す

る児童も含め、各クラブの状況に応じた人員配置

・各小学校で実施する放課後子ども教室における要配慮児童

へ対応するスタッフの加配のための予算措置（加配が必要な

状況は生じなかった）

計画どおり実施できて

いる

② 文化芸術・ス

ポーツなどの余

暇活動の充実

① インクルーシ

ブ教育の推進

・各施設における利用料減免の実施

・福祉バスの優先利用（燃料費の実費負担免除あり）

計画どおり実施できて

いる

○ 活動しやすい環境の整備

・特別支援教育コーディネーター全体会の開催（４回）

・特別支援教育ネットワーク会議への各関係機関の参加

・学校園へ福祉との連携について周知

・「個別の教育支援計画」の作成及び活用方法の研修実施

・「個別の教育支援計画」等における引継の重要性の研修実

施

・ふれあい作品展の開催（1/28～2/2、出展者：1,448名、

作品数：1,416点、来場者：1,678名）

・スポーツ教室の実施（3回、参加者：370名）

計画どおり実施できて

いる

計画どおり実施できて

いる
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【資料１】

加古川市障がい者基本計画　進捗状況報告書

施策の展開分野 （３）教育・余暇の充実

【令和６年度分】

【協議会意見】

・定期的な余暇活動における移動支援制度について検討していただきたい。
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【資料１】

施策の方向性 取組 主な取組実績 評価

加古川市障がい者基本計画　進捗状況報告書

施策の展開分野 （４）就労・経済的自立の支援

【令和６年度分】

① 就労支援体制

の充実

○ 就労相談の充実 ・就労サポートブックの活用

・ハローワークとの連携による合同就職面接会の実施（２

回）

計画どおり実施できて

いる

○ 就労支援ネットワークの

強化

・障害者雇用連絡会議の開催による就労支援に関する情報共

有

計画どおり実施できて

いる

○ 職場定着までの一貫した

支援の推進

・障害者自立支援協議会しごと専門部会において、就労移

行、就労継続支援A・B型事業所、生活介護事業所、学校、

ハローワーク等を対象に意見交換会を実施

・職場定着支援の実施（利用者数：10名）

ジョブコーチ制度の周

知が不足している。周

知啓発方法の検討が必

要である

② 一般就労の拡

充

③ 福祉的就労の

充実

○ 助成制度の周知 ・市ホームページにおいて関係機関のページのリンクを作成 ハローワークと連携

し、周知啓発方法につ

いて検討が必要である

○ 市役所における障がい者

雇用の推進

・別枠での採用試験実施による障がい者の雇用

・採用試験における合理的配慮の提供

・任期付短時間勤務職員や会計年度任用職員についても別枠

での採用試験を実施

・事務職に加え、技術職の募集においても障がい者枠を設け

ている

計画どおり実施できて

いる

○ 職業能力の向上 ・就労訓練事業の実施（231回、利用人数：延555人（24事

業所））

・障害者支援施設等への優先調達の実施

○ 職域や勤務体系の拡充 ・市ホームページにおいて関係機関のページのリンクを作成

計画どおり実施できて

いる

○ 職場における理解促進

○ 工賃の向上 ・「加古川市障害者就労施設等からの物品等の調達推進を図

るための方針」を策定し、市ホームページにて公表

・庁内各所属への優先調達の促進について周知

・物品、役務を提供可能な障害者就労施設の一覧を市ホーム

ページに掲載

・障害者施設連絡会及び加古川市手をつなぐ育成会と連携

し、市役所ロビーにて授産製品販売フェアを実施（２回）

計画どおり実施できて

いる

・市ホームページや市広報紙において法定雇用率の周知を実

施

・市ホームページにおいて関係機関のページのリンクを作成

ハローワークと連携

し、周知啓発方法につ

いて検討が必要である

ハローワークと連携

し、周知啓発方法につ

いて検討が必要である

・市ホームページにおいて関係機関のページのリンクを作成 ハローワークと連携

し、周知啓発方法につ

いて検討が必要である

○ 障がい者雇用の推進
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【資料１】

施策の方向性 取組 主な取組実績 評価

加古川市障がい者基本計画　進捗状況報告書

施策の展開分野 （４）就労・経済的自立の支援

【令和６年度分】

【協議会意見】

・ジョブコーチ制度や就労定着支援等の職場定着支援について周知が必要である。

④ 経済的支援制

度の周知

○ 各種経済的給付制度の周

知

○ 各種負担軽減制度などの

周知

・各種手当制度を市ホームページや市広報紙にて周知

・障害福祉のしおりに掲載し、手帳交付者に対して周知

・貸付金制度について、社会福祉協議会ホームページや障害

福祉のしおりに掲載

・民生委員、児童委員と要支援者について情報を共有

計画どおり実施できて

いる

・市ホームページや案内書、障害福祉のしおりにて周知（公

営住宅の優先選考、税の減免制度、NHK放送受信料免除制

度）

・施設利用料減免制度について、施設窓口において利用者へ

案内

計画どおり実施できて

いる
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【資料１】

・かこバスの全車両ノンステップ化（R５年度に完了済み）

・兵庫ゆずりあい駐車場制度、駐車禁止除外指定車標章制度

について市ホームページ、障害福祉のしおり掲載に掲載

計画どおり実施できて

いる

○ 「兵庫県福祉のまちづく

り条例」に沿ったまちづく

りの推進

・市担当課窓口にてリーフレットを配布

・条例による届け出が必要である物件に対して提出を指導

・ユニバーサルデザインによる市施設の整備を実施（加古川

中央こども園）

・条例に対応した整備の実施（条例に対応したエレベーター

や、スロープの設置、多機能トイレへのオストメイト・ベ

ビーベッド・ベビーチェア・手すり等の設置）

・重点整備地区等における兵庫県等との情報共有

計画どおり実施できて

いる

加古川市障がい者基本計画　進捗状況報告書

施策の展開分野 （５）快適に暮らせるまちづくりの推進

【令和６年度分】

施策の方向性 取組 主な取組実績 評価

・市担当課窓口にてリーフレットを配布 計画どおり実施できて

いる

○ ユニバーサルデザインの

普及啓発

【協議会意見】

意見なし

① バリアフリー

の推進

② 情報アクセシ

ビリティの向上 ○ 市ホームページの充実 ・市ホームページ作成に係る研修会の実施によるアクセシビ

リティの啓発

計画どおり実施できて

いる

○ 公共施設のバリアフリー

化の推進

・改修時におけるバリアフリー化の実施（市営南備後住宅、

野口公民館）

計画どおり実施できて

いる

○ 道路のバリアフリー化の

推進

・段差等の発生による危険箇所について、随時修繕を実施 計画どおり実施できて

いる

○ 情報提供媒体の充実 ・市広報紙及び障害福祉のしおりの点字版作成

・障害福祉のしおりに「点字広報かこがわ」及び「朗読広報

かこがわ」について掲載

・複数のSNSによる情報発信

計画どおり実施できて

いる

○ 外出しやすい環境づくり
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【資料１】

○ 地域における支えあいの

促進

・出前講座の実施（町内会、小・中学校、障がい者団体、福

祉施設等）

・地域イベントでの防災ブースの出展

・市ヘルプカードを市役所窓口、市民センターに設置、市

ホームページや障害福祉のしおりへの掲載による周知

・町内会の集会において「避難行動要支援者支援制度」の説

明及び名簿を配付

・「避難行動要支援者支援制度」に係る名簿情報の更新のた

めの調査を実施

計画どおり実施できて

いる

加古川市障がい者基本計画　進捗状況報告書

施策の展開分野 （６）安心安全の推進

【令和６年度分】

施策の方向性 取組 主な取組実績 評価

○ 成年後見制度の周知 ・市広報紙、社協だより等への記事掲載による周知

・出前講座の実施

・成年後見支援センター月例報告会での情報共有

【成年後見支援センターの取組】

・パンフレット作成、配布

・出前講座の実施

・権利擁護支援セミナーの実施

・相談支援事業の実施（相談実人数：622人）

・３士会（弁護士、司法書士、社会福祉士）による専門相談

の実施

・後見人等への支援

・専門職向け研修会の実施

・成年後見支援センターと３士会との意見交換等の実施

計画どおり実施できて

いる

・障害者週間（12月３日から９日）に合わせ、虐待防止に係

る啓発チラシを同封した物品を窓口、街頭にて配布

計画どおり実施できて

いる（緊急事案による

一時保護の実績なし）

・対象者に対し、必要な障害福祉サービス利用のための手続

き案内の実施

・播磨社会復帰促進センターの受刑者釈放前指導資料の作

成、提供

計画どおり実施できて

いる

○ 支援機関の周知 ・市ホームページへの掲載や窓口でのチラシの配布による周

知

計画どおり実施できて

いる

○ 障害者虐待防止法の周知

① 権利擁護の推

進

② 災害時など緊

急時の支援の強

化

○ 緊急通報手段の周知 ・市ホームページへの掲載による周知

・NET119の制度概要を障害福祉のしおりに掲載し、手帳交

付者へ個別の制度説明の実施

周知方法について検討

が必要である

○ 災害時の避難生活におけ

る配慮の推進

・新たに２施設と福祉避難所の協定を締結（計35施設）

・福祉避難所運営マニュアルに基づいた避難訓練の実施

計画どおり実施できて

いるが、協定先への運

営マニュアルの周知が

必要である

○ 災害に対する日頃からの

備えの意識啓発

・出前講座の実施による自助、共助の重要性の周知

・個別避難計画作成のための福祉専門職向けの説明会の実施

・個別避難計画の作成（10件 ※新規：９件、更新：１件）

個別避難計画策定につ

いて、支援者間や地域

との調整に時間を要す

るため、策定件数が伸

びない

○ 触法障がい者に対する支

援
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【資料１】

加古川市障がい者基本計画　進捗状況報告書

施策の展開分野 （６）安心安全の推進

【令和６年度分】

施策の方向性 取組 主な取組実績 評価

【協議会意見】

意見なし

② 災害時など緊

急時の支援の強

化

○ 緊急時の情報アクセシビ

リティ向上

・出前講座による「加古川防災ポータル」や「防災ネットか

こがわ」の周知、登録の促進

・「防災ネットかこがわ」に加え、SNS等を活用した情報発

信

・障がい者団体が参加した訓練においてコミュニケーション

ボードを活用した避難誘導を実施

・ヘルプマーク・ヘルプカード配布時に災害時の利用方法を

周知

計画どおり実施できて

いる
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